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全国納税貯蓄組合連合会の概要

1 沿革

納税貯蓄組合は、納税貯蓄組合法（昭和26年法律第145号）の制定に伴い、納税資

金の備蓄活動を通じて、租税の期限内納付を図ることを目的として組織された。

その後、各地で都道府県単位の連合会が順次結成され、昭和33年に全国組織として

「全国納税貯蓄組合連合会」 （以下「全納連」 という｡）が結成された。

2組織

全納連の傘下には、各国税局単位で結成する「局連合会」が12会、各都道府県単位

で結成する「都道府県連合会」が43会、各税務署単位で結成する「署連合会」が470

会、更に地域別、業種別等ごとに結成する単位組合約24千組合（全納連調）が組織さ

れている。

なお、本年6月の定時総会において、全納連会長の改選が行われ、新井進会長に代

わり、飯島賢二副会長が新会長に就任した。 (P)
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3 目的及び活動状況

全納連は、納税貯蓄組合連合会の相互の連絡協調を図るとともに、これらの連合会

の指導を通じて納税貯蓄組合の健全な発展に寄与することを目的として設立された

税務署単位

連合会

項 目 {21年3月末 ij '23年3月末 25年3月末 27年3月末〃
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平成29年3月

組合数 53,990組合 44,063組合 34,462組合 27,094組合 23,629組合



ものである。

基本的事業の取組として、租税の自主納付態勢確立のための活動や､納税道義の高

揚を図るための活動、及び金融機関との連携強化等を行っており、主な活動は以下の

とおりである。

(1)租税の自主納付態勢確立のための活動

イ納税資金の備蓄の推進等

ロ滞納未然防止活動

ハ振替納税制度の一層の拡充

二 e-Taxの普及活動及びダイレクト納付の推進

②納税道義の高揚を図るための活動

イ中学生の「税についての作文」事業

ロ税の理解者・協力者の獲得活動

ハ税務広報活動の拡充

二租税教育活動の推進

(3)金融機関との連携強化

地域所在の金融機関に消費税積立預金等の商品化を働き掛け

4中学生の「税についての作文」事業

中学生の「税についての作文」事業は、昭和42年に全国納税貯蓄組合連合会により

始められ、平成20年度から国税庁と全納連の共催事業として実施しており、優秀な作

品に対しては、内閣総理大臣賞、財務大臣賞、総務大臣賞、文部科学大臣賞及び国税

庁長官賞等を授与している｡

また、中学生の「税についての作文」事業と租税教室等の他の租税教育活動との連

携を積極的に図り、租税教育の充実に向けた活動の一端を担うこととしている。

【参考：中学生の「税についての作文」の応募状況】

(注） カッコ書きは、全中学校数及び全生徒数に対する応募割合を示す。

5課題と取組

納税貯蓄組合においては､役員等の高齢化や財政状況の悪化を起因とした組合員数

や単位組合数の減少により、組織の弱体化が進んでいる。このため、全納連では、組

織の活性化を図るため､会費制導入による財政基盤の確立やリーダー研修による後継

者育成、地域社会との連携による新規組合員の獲得に取り組んでいる。

なお、国税当局においては、全庁的に行っている関係民間団体との連携・協調の取

組に基づき、納税貯蓄組合の事業活動が積極的に展開されるよう、各地域の実情を的

確に把握の上、他団体との橋渡し役を担うなど納税貯蓄組合との連携・協調に努めて

いる。

28年度J(第49回） 29年度(第50回） 30年度（第51回）

応募校数 7,467校(71.8%) 7,528校（72.9%） 7,511校(73.1%)

応募編数 630千編（18.5%） 616千編(18.5%) 594千編（18.3%）



全納連主要役員名簿(P)

令和元年6月18日現在

就任年月 納税功労
年齢 職業等 納税表彰所属県連

（専門部役職）叙勲褒章

税理士
令元.6 24大臣 埼玉

㈱宇佐美鉱油
代表取締役社長

（石油製品販売） 平27‘ ’8藍綬 26大臣｜ 愛知

納税功労

叙勲褒章
就任年月
(専門部役職）

所属県連納税表彰職業等

税理士
埼玉24大臣令元.6

㈱宇佐美鉱油
代表取締役社長

(石油製品販売） 28藍綬 26大臣 愛知平27.6

｜

役職

専門部役職
氏名

会長
いいじま けんじ

飯島賢二

副会長

総務部長

うさみさぶろう

宇佐美三郎

副会長
いげた かずお

井桁和夫
税理士

千葉25大臣平30.6経理部長

㈲山岸旅館

代表取締役
(ホテル業）

副会長

組織部長

とがわよしあき

外川凱昭 30大臣 山梨平30.6

㈱波里

代表取締役社長
(食品製菓材料卸･胡麻製造）

副会長
ふじなみかずひろ

藤波一博 栃木21大臣平25.6企画指導部長

副会長

青年部長

にのみやたかゆき

二宮高之
税理士

岐阜25局長平25.6

田口化学産業㈱
代表取締役社長

(塗料販売卸売）

副会長
たぐち きみこ

田口貴美子 29旭双 23大臣 愛知平29.6女性部長

副会長
いいじま けんじ

飯島賢二
税理士

24大臣 埼玉平25.6広報広聴部長

坂本歯科医院

院長

(歯科医）

副会長

調査研究部長

さかもとふみひこ

坂本文比古 27藍綬 福岡24大臣平23.6

東海金属㈱

取締役
(金属加工業）

匡
正

《
云副

こんどう ただお

近藤忠雄 東京28大臣平29.6渉外部長

副会長
ひがしひでまさ

東秀優
税理士

26長官 熊本平25.6福祉共済部長

専務理事
やまにし まさお

山西正夫
元東京都職員

ゅP

平21.6事務局

常務理事
さいとう けんし

齋藤建史
元勵大蔵財務協会

平19.6事務局

副会長に(注） 令和元年6ついては‐

8月上旬となる見i
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暦一坂一調

徴収事務の運営方針等

1 滞納の現状

平成30年度末における滞納残高は、 8,118億円となっており、平成11年度以降、 20

年連続で減少し、ピーク時（平成10年度、 2兆8,149億円）の28.8％まで圧縮が図ら

れている（別紙1） 。

滞納については、その未然防止に努めることが重要であり、賦課・徴収で連携を図

りながら､国税組織全体として､各種未然防止施策を効果的･効率的に実施している。

また、滞納となった場合は、集中電話催告センター室の集中的な電話催告による効

率的な滞納整理、税務署における早期着手・早期処理、国税局における厳正な滞納処

分などにより、滞納の整理促進に努めている。

(1)滞納の未然防止

適正・公平な課税は、納税がされて初めて実現されることから、滞納の未然防

止は、国税組織全体として取り組む必要がある。

令和元事務年度においては、本年4月に改定した未然防止通達※に基づき、賦

課・徴収の緊密な連携の維持・強化により、引き続き、次の施策を積極的に実施

していく （別紙2） 。

※平成31年4月17日付徴徴2－9ほか13課共同「滞納の未然防止等に関する取組につい

て」 （指示）

○期限内納付及び納税についての納税者利便の向上に関する広報・周知

○納期限前後における納付指導の実施

○滞納整理時における納付指導等

○調査時における滞納の未然防止等

○源泉所得税の未納に対する賦課・徴収の連携・協調

(副滞納の整理促進

滞納残高は、着実に圧縮が図られているものの、消費税滞納や、大口・悪質、

処理困難事案が多く含まれると考えられる累積・長期滞納事案の滞納全体に占め

る割合が高いといった課題がある（別紙1， 3） 。

このため、滞納整理に当たっては、引き続き、滞納者個々の実情に即しつつ、

法令等に基づき適切に対応するという基本方針の下、本年10月に予定されている

消費税率引上げも踏まえ、①大口・悪質事案に対する厳正かつ毅然とした対応、



②処理困難事案に対する質的整理の実施、③消費税事案の滞納残高圧縮に向けた

確実な処理を重点課題として、滞納の整理促進に取り組むとともに、限られた事

務量を有効に活用して、効果的・効率的な事務運営の実施に努める。

2徴収事務の事務運営

徴収事務を取り巻く様々な環境の変化に適切に対応しつつ、持続的かつ着実に滞

納の整理促進を図っていくため、各局署の滞納の状況に応じた執行体制の最適化を

図るとともに、事務の合理化・効率化により滞納整理事務量を確保した上で、事案

区分に応じた事務量配分の最適化を図るなど､効果的･効率的な事務運営に努める。

また、集中電話催告センター室の効果的運用により、更なる効率的な滞納の整理

促進を図るほか、国際的な徴収回避への対応や滞納処分免脱罪の告発など、専門的

分野への取組を強化する（別紙4） 。

（1）執行体制の最適化（別紙5）

署徴収部署の小規模な体制や、現下の厳しい定員事情等を踏まえ、滞納整理事務

の集中化や、猶予・審理事務、滞納処分の停止・事後監査事務などの専門的又は

画一的な事務の集中化の拡充を図るとともに、各局における独自の課題に対応す

るための施策を推進する。

(2) ICT及びデータ活用の推進

限られた人員の下、引き続き、滞納の整理促進を図っていくため、 ICT及び

データ活用の推進により徴収事務の高度化・効率化を図り、滞納整理事務量の確

保、事務量配分の最適化に取り組む。

イ徴収システムの効果的活用（別紙6）

徴収システムは、システムによる的確な進行管理及び各種情報の管理・分析

など、 ICTの活用による滞納整理の一層の充実・高度化を図ることを目的と

して、平成24年1月に導入した徴収事務の基幹システムである。

徴収システムの事案管理機能や各種業務分析資料の活用により、徴収事務の

更なる高度化を推進する。

ロ統計的手法を活用したPDCAサイクルによる事務運営（別紙7)

徴収システムの様々な機能や統計的手法による科学的なデータを活用した合

理的な事務計画の策定、事案区分に応じた事務量配分、実施結果の分析・評価

など、 PDCAサイクルを活用した効果的・効率的な事務運営を推進する。

⑧集中電話催告センター室の効果的運用（別紙S)

集中電話催告センター室は、平成14年度に東京局に導入し、平成16年度までに

順次全局に拡大した。同室では、集中電話催告システムにより、新規に発生した

滞納事案について集中的に電話催告を行い、効果的・効率的に滞納を整理してい

るほか､納期限前に電話で納付指導を行い､滞納の未然防止にも取り組んでいる。

（4）専門的分野への取組強化（別紙g)



徴収事務においては、滞納の整理促進だけでなく、時宜に応じた社会的要請に

も適切に対応していく必要があることから、国際的な徴収回避への対応や滞納処

分免脱罪の告発など、専門的分野への取組も強化することによって、納税者コン

ブライアンスの向上を図っていく。

イ国際徴収への取組

近年の国際的租税回避に対する関心の高まりや、租税条約に基づく徴収共助

等のネットワークの拡充状況等を踏まえ、資料情報の積極的な活用及び課税部

等との連携・協調を図ることなどにより、海外関連事案を的確に把握するとと

もに、情報交換や徴収共助の制度を積極的に活用し、国際的な徴収回避に的確

に対応する。

ロ年金保険料の滞納処分の委任

平成27年6月、関係省庁政務官による「年金保険料の徴収体制強化等のため

の検討チーム」の報告書が取りまとめられ、①国民年金事案の委任の実施、②

委任件数の大幅な増加を図ること （年間最大100件程度）が指摘された。

これを踏まえ、厚生労働省及び日本年金機構と緊密に連携し、委任の促進に

努めてきた結果、平成27年12月以降、国民年金事案が着実に委任されている

ほか、平成30年度に委任件数が100件を上回った。

今後も、委任制度のより一層の活用と、委任を受けた事案の処理促進に向け

て取り組む6

(5) その他の取組

イ猶予制度への取組

平成26年度税制改正において、納税者の負担の軽減を図るとともに、早期か

つ的確な納付の履行を確保する観点から、税務署長の職権による換価の猶予に

加えて、滞納者からの申請に基づく換価の猶予の規定が創設された（平成27年

4月施行） 。

猶予制度の的確な周知、納付能力調査を中心とした滞納者の実情把握、法令

等の要件に該当する場合の適切な適用、適用後の履行監視の確実な実施に取り

組んでいる。

ロ公売事案の処理促進

差押財産の公売については、平成19年より民間のオークションサイトを利用

して、買受希望者の利便性に優れた競り売り方式のインターネット公売を実施

している。

また、平成26年4月に公売事案の滞納処分の引継ぎ等の規定が設けられたこ

とを踏まえ、評価・公売事務を国税局に集中化し効果的・効率的に実施するな

ど、公売事案の処理促進に取り組んでいる。

由
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（年度）

地方消費税を除く。

（ ）書は､新規発生滞納額に占める各税目の割合である。



」’ 滞納の未然防止に閨する取組
■‘ ' i ’ 、 ､ ．: 』癖轆轆轤蝿￥…-.鐸 な ■ …J蕊口壗曲凸疵■…

／ 一… K 』 、

’○消費税率の引上げを見据え､限られた事務量の下､課税部･調査部等の協力も得ながら､効果的｡効率的に滞納の未然防止策を実施する。
’○滞納の未然防止に関する取組について､①税理士や業界団体を含む訴求対象や訴求時期を明確化､②広報･周知に活用するﾁﾗｼ等を整
｜備､③滞納者への期限前納付指導の強化などを盛り込み､未然防止通達を'0年ぶりに改正した。
、 一一一…一一…ー ……ノ

懲霞蕊 蕊鶏灘灘繍鱸簿識鍵鶏織議鍵鍵繊鱗灘鍵灘灘 蕊灘鍵驚蕊議鍵 ：
意
識
醸
成

者
利
便
の

納
税

向
上 … 蕊

･納期限前後の納付指導は､可能な限り拡大して実施
･消費税の滞納事績がある者に対し、はがきと電話(署
及び納税コールセンター)により期限前納付指導を実施
･各課部門の協力を得て､督促前納付指導を実施

納期限前後における納付指導

(署において文書又は電話による実施）

滞
納
の
未
然
防
止

雪
･翌期の納税額を見込んだ納付計画を策定

･納税コールセンターによる期限内納付の広報･周知ｉ
ｌ

滞納整理時Iこおける納付指導 …

〉継続 ･調査税額の納付しょうよう調査税額の納付しょうよう
P

･課税部門職員への研修会の開催(チラシ整備）

･納付意思を示した納税者及び関与税理士に対し、予

納の利用勧奨を積極的に実施(チラシ充実）
調査見込税額相当額の予納の利用勧奨

1

〉 ｡仮決算に基づく中間申告書の提出のしょうよう仮決算に基づく中間申告書の提出のしょうよう 継続

ア

|鋤
調査税額の納付困難な者の早期連絡

調査税額の徴収確保困難な者に対する緊密な
連携

早
期
徴
収
等 ｛

｜

’

継続源泉所得税の納付遅延者に対する緊密な連携
聖
津
い

中間分滞納者の確定申告書の提出依頼 継続

』

･関係民間団体･業界団体への広報･周知
･税理士会｡税理士への納付指導の協力要請
･中間申告や予定納税等が初回の者への広報･周知
･納税資金の積立･準備(中間納付のしわ寄せ対応）

･予納ダイレクト納付の禾'1用勧奨
･任意の中間申告の利用勧奨

期限内納付に関する広報･周知

振替納税の利用勧奨等

･賦課･徴収の緊密な情報連携

･調査税額の納付困難な者について､財産等のほか、
海外資産に関する情報等を徴収部門へ早期連絡

源泉所得税の納付遅延者に対する緊密な連携

中間分滞納者の確定申告書の提出依頼
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滞納期間別滞納残高の推移(全税目･局署計）
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〃 徴収事務の事務運営（パフォーマンス向上に向けた取組）
#急.……,拳.…"…………輔………………‘…………"…－…………&………"………鱗……鑑…"…"…－…"…"………………….……鐸…籍…斜…………鍔……』…鐸…‘…鶴…窪…………鎮驫燕認………………綴…………童鶴… 画境 F

一茸寺苛麺零 悪二…

滞納の整理促進○持続的かつ着実な ○局署の現状に応じた執行体制の最適化

蟻
○環境変化への適切な対応
・国際化｡ICT化の進展‘ 。

。制度(税制)改正§

、小規模な体制(徴収部署)綴 ‘ 鴬。
｡･定員削減､再任用職員の増加Ⅲ : 蝉

・ワークライフバランスの推進 など
踊 轄 ｜鯛 壗恩 ，騨職鯉 ．笹 ． ､， ‘！蝋 斑

の課題〉?:蕊鑿:懸態対応“

譲

鍾

方

軒

○ICT活用等により滞納整理事務量を最大限確保

○事務量配分の最適化(システムを活用したPDCAサイクル）

爵 難 鐡 ． ；i ， ‘ 卜酔影

○納税コールセンターの効果的活用による効率的な滞納整理
錘 . . _ 号

○専門的分野への取組強化 一く当面の課題＞

○
…
鴬
孵I

鰯爵…

灘灘I磯慈溌溌稚潅
蝿

慧霧
潮

口
：
； 蕊蒙喫曇製

○事務量に関する

データに基づく合理的

な事務計画の策定

○事案区分に応じた

事務量配分の最適化

○徴収システムを活

用したPDCAサイク

ルの実施

溌繍蕊溌事務蕊溌確裸
蝿

○文書発送など事務

の合理化･効率化

○応答率の向上に向

けた取組

○非常勤職員(オペ

レーター･事務補助）

の積極的活用

○国際徴収など専門

分野の局間支援
○庁研修の実施､局

研修への講師派遣

○外国税務当局との

実務協議の促進

○資料情報の活用

○人材育成

○徴収システムの効

果的活用による効率
的な事務･事案管理

○徴収システムと電

話催告システムの統

合による事務効率化

○徴収システムと資

料調査システムの連
携による事務効率化

○滞納状況|こ応じた

定員｡人員配置 ￥
○。広域運営の見直し

○小規模署の滞納整

理事務の集中化

○猶予･審理、停止・

事後監査及び評価・

公売などの個別事務

の集中化 ，

○徴収事務の特性等

鍵鱸蕊議
反復9継続的に大量に発生する滞納事案全件を同時並行的に処理する必要

徴収が見込めない事案にも相当の事務量を投下する必要など‘‘ 籍 電f'
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滞納薬理事務の集中化の状況
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徴収システムの概要

概要

○ ICTの活用による徴収事務の高度化を図るため、KSKシステムのオープン

化に併せ、新たな基幹システムとして開発（平成24年1月から運用）

・ 徴収職員は、基本的に全ての徴収業務をシステムにより実施

・ 滞納処分等の決議、滞納整理事績、事務実績は、システム内で電子決裁

○全局署の徴収事務に関する情報（データ）を一元的に管理

． 滞納者情報（宛名情報、債権管理情報、課税情報等）は、KSKシステムから取得

・ 徴収職員は、滞納整理情報（折衝履歴、滞納処分、納税緩和措置等）を入力

特長

○進行管理の充実

期日・予定管理（カレンダー機能)、不履行等の発生通知（トピックス機能）

など、個別事案の進行管理をシステム化したことにより、担当者と管理者の双

方から事案管理を徹底

○マネジメント機能の充実

業務管理資料の多様化や検索項目の詳細化等により、総体的進行管理を充実

するとともに､投下事務量分析機能により、PDCAサイクルの適正化を図り、

効果的・効率的な事務運営を指向

○効果的な広域運営

徴収業務のシステム化により、ユーザーIDに広域権限を付与することで、

中心署から対象署の滞納整理事務、審理事務等が可能

○情報の共有

データの一元管理により、局においても署の事案管理が可能

く集中電話催告システムとの統合＞

別々のシステムとして構築・運用されている「徴収システム」 と 「集中電話

催告システム」を令和元年12月に統合する予定（開発中)。

これにより、署と集中電話催告センター室間でメール･FAX等により行っ

てきた連絡処理が、大幅に効率化される見込み。



PDCAサイクルを活用した事務運営(30年度から実施）

'二応じて事務菫
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つ計画を見直す
謝確I塗反映毒塞J■

ﾖ勺確に把裾
全士止1ギミロ．力I

碁系囚Z

…PLAN

鯵
O長期滞納に里焦

っ≠‘；鐺紬全伏の

Q多くの滞納串条を副T壽

語ｲ勤Ⅱ▽隅邑が臺室寡言

誰lノ

○徴収システムにより実施

状況をチェックし､特定の事

案区分や滞納事案に事務

量が偏っている場合は、弾
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集中電話催告センター室における滞納整理
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早期かつ反復的な電話催告を行う中で､一定の架電回

数を維持しつつ、応答率の向上を目指すほか､税務署へ

の滞納整理事務の支援などにより、更なる効果的｡効率的

な滞納整理に取り組む。
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